
【アップルペンシル授業例】 

コロナ禍における ICTを活用した教育体制構築に関する実証事業 

Apple Pencil使用実証例 美術科「写真に人物を描きこむことで、考察する人体のスケール感」 

指導者 鈴木 隆太 

１ 単元名 「新鮮な視点でとらえよう」（教科書：日文 美術２・３上 P８，９） 

 

２ 単元の目標  

〇人物のドローイングをすることで，描画の基礎技術の習得をする。（知識及び技能） 

〇撮影した写真に，Apple Pencilで人物のドローイングを描きこむことで作品の中に仮想的に入り込み，人

体のスケール感覚に気づくことで，作品鑑賞の新たな側面を見出す。（思考力，判断力，表現力等） 

〇前単元で「家」をテーマに制作した立体作品を，iPadで撮影することで，自分や他者の作品の良さや面白

さに気づく。（学びに向かう力，人間性等） 

 

３ 単元の方法論 

  本単元では，各生徒が独自に「家」に見立て制作した立体作品（インスタレーション）を，iPad で撮影し，

そこに“居住する”「人」を Apple Pencilで描きこむことで，インスタレーション作品を体験・考察より豊か

な鑑賞をめざす。写真は作品の発見と自分の視点を生み出すために，ドローイングは美術の古典的であり基礎

的な表現技術と，インスタレーションの場に気づくきっかけとしての要素を含む。 

 

４ 単元設定の理由 

（１）教材感 

  前単元でインスタレーション作品を制作し，その続きで本単元ではインスタレーション作品をとらえる手立

てとして iPadと Apple Pencilを活用することを目指す。本単元は，ICT機器の活用に加え，写真，ドローイ

ング，作品考察（省察）など，A表現と B鑑賞の両者が複合的に入り組んだ単元となる。 

 

「つくる」過程も展覧会のようなものだという姿勢でいます。つまり、プロセス全体が作品なんです。 

（川俣 正 ソース：https://www.cinra.net/column/tokyoculture01-1） 

 

木材を使ったインスタレーションによる作品で世界的に評価されるアーティスト川俣正が言及するように，

インスタレーション作品は絵画作品などと違い，完成作品が大切というよりも，制作過程を含めそのインプロ

グレス性や，作品の総体を体験することがその作品のとらえとなり，鑑賞になる。基本的には鑑賞者（作品体

験者）は，作品の中に入り込み，作品に触れ，作品を通して「場」を発見することにより作品が成立するサイ

ト・スペシフィック・アートである。前単元で生徒が制作したインスタレーション作品は「家」をモチーフに

していて，コロナ禍で分断された人と人とのつながりが，（コロナ禍は引き続き継続しているものの）時間の経

過とともに“再結成”へ向かうとき，「人はどのように，再び，つながるべきか」という問いに端を発している。

その問いに対して，人と人とのつながりをミクロな視点でとらえるならば，その最小単位は家族＝「家」なの

ではないかということに生徒たち自身が気づいた。それを素地とし，「美術と建築」という単元のもと授業を展

開することとなった。 

家とは暮らしのカタチ 

暮らしとは各々物語がある 

https://www.cinra.net/column/tokyoculture01-1


    家をつくる＝物語をつくる 

    （出口 勉 建築士，ODD代表 ゲストティーチャー時の資料参照） 

 

概念としての「家」を，作品化するにあたり家づくりのプロフェッショナルの意見を聞いた。導入時に，北

京で建築事務所 ODDを設立し，店舗や家のリフォームなどのデザインを手掛ける建築士，出口勉氏をゲストテ

ィーチャーとして招いた。出口氏のレクチャーでは「家」作りは単なる形の創造ではなく，その「家」に関わ

る人たちに楽しんでもらう物語の創出という側面があることを学んだ。すなわち，「家」とともにある“場”に

おいて内在するナラティブを，作り手は演出し，鑑賞者（居住者）はその演出の演者にも似ている要素がある

ということである。そのことは，作品が施工を終えた後の居住体験（＝鑑賞体験）こそが，その本質であるこ

とを示唆し，川俣正が言うインプログレス性（作品が状態をとどめず視覚的にまた概念的に発展しつづけるこ

と）との共鳴を示す。 

 

（生徒の概念形成の変容 表の左半分は出口氏のレクチャー前，右半分はレクチャー後） 

「家とは？」 

６月２２日の授業（出口氏レクチャー前） ６月２９日の授業（出口氏レクチャー後） 

男子生徒 A 

 
 

女子生徒OB 

  

女子生徒OG 



 
 

男子生徒 S 

  

女子生徒 T 

 

 

男子生徒 T 

 

 

 

家を人と人とのつながりの最小単位と定義したことは，それをインスタレーションとして作品化することで，

作られた家が生成し得る，「場」「構造」「コンセプト」について上記に示したように，体験的にアプローチする

試みになる。そのように作られた「家」を体験するにあたり，インスタレーション作品の中に入り込む試みと

して本単元では，ICT機器による写真とドローイングを採用する。  



 

（２）生徒の実態 

  対象となる中学部２年の生徒たちは，本年度開校時に５人で学期をスタートした。大幅な生徒数の減少と，

コロナ禍対応による授業中継（日本で渡航待機している者は ZOOM で参加）など，前年度とはまるっきり違う

新年度の始まりであった。多くの戸惑いの中，授業が進行するにしたがって，それぞれが本来の授業の楽しみ

方を取り戻しながら，日常の回復と中２特有の自我の発見をしてきたように見とれる。本来，美術に対して好

意的な生徒たちなので，ICT 機器の導入など新たな要素も柔軟に受け取り，本単元の目標に向かっていくだろ

う。 

 

（３）指導感 

  美術を指導するにあたり，教員自身が美術をどれだけ熟知しているかが大切だと私は思っている。特に今年

度は，社会の混乱が顕著であるため，美術教育の前に「美術とは何か」という問いを考えさせられた。なぜな

らば，多くの美術館が閉館に追い込まれ，多くの展覧会がキャンセルされ，美術の根源であるアーティストた

ちにも甚大な影響があったからだ。私自身も武漢の封鎖以来，知人のアーティストやギャラリー関係者等と議

論を重ね，また，アーティストとしてその問いに答えようとしてきた。 

  指導にあたり，上記のような私自身の主観を美術への習熟度に結びつけることは，客観性を損なう可能性を

生む。しかし一方で教員として社会の問題を生徒たちに紹介し，考えさせることが教育の一側面だとするなら

ば，美術科においては，生徒たち自身が諸問題に表現者として取り組むアーティストであると理解することで，

彼らの学びに主体性や対話性をもたらすことができるだろう。 

 

５ 単元の評価基準 

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

〇プロポーションを意識した人体

描写することができる。 

〇ドローイングをとおして，人体の

構造を理解することができる。 

〇iPadや Apple Pencilの使い方を

理解し，効果的に使用することが

できる。 

〇iPad で写真撮影する写真につい

て，目的や表現したいことに合わ

せた構図を考え表現に結びつけ

ることができる。 

〇写真に描きこむドローイングの

効果をイメージし，表現すること

ができる。 

〇批評的な視点で作品分析をする

ことができる。 

〇作品について意欲的に味わおう

としている。 

〇他者との意見交換を経て，自分や

他者の視点や考え方の相違に気

づき，それを尊重することができ

る。 

 

６指導計画（全８時間） 

（１）ICT機器使用環境 

活動場所 美術室・みらいホール（屋内のレクリエーションスペース） 

ICT機器 

iPad（１人１台） 

Apple Pencil（１人１本） 

大型液晶ディスプレー 

ネットワーク環境 Wi-Fiあり 

使用アプリ 
ロイロ・スクール 

Autodesk SketchBook 

その他 iPadのスクリーンにはペーパーライク保護フィルムを使用 



 

（２）計画表 

時間 活動内容 概要 評価観点 

1 

Apple Pencilの使い方。 

イラストアプリの使い方。 

グレースケールの作成や，矩形の陰影

をアプリ上で行う（以下描画はすべて

アプリ使用）。ワークシート使用。 

知識及び技能 

学びに向かう力，人間性等 

2 

棒人間でポーズを表す。 「はしる」「すわる」などの行動を表す

言葉から想像し，棒人間でポーズを表

す。ワークシート使用。 

思考力，判断力，表現力等 

3 
幾何形体とプロポーションを

描く。 

ポージング模型を描写し，人間の体の

構造を理解する。 

知識及び技能 

思考力，判断力，表現力等 

4 

川俣正の作品理解をとおして

インスタレーションの体験性

について知る。 

インスタレーションの要素を理解する

とともに，単元の大きな目的を確認し，

制作の動機付けを行う。 

知識及び技能 

学びに向かう力，人間性等 

5 

作品撮影 作品の今後の工程を創造しながら，表

現したいことに合わせた構図を考えな

がら，インスタレーション作品の写真

を撮影する。 

思考力，判断力，表現力等 

6 
人体のスケール感を描きこむ 撮影された写真上に，人体を描画する。 知識及び技能 

思考力，判断力，表現力等 

7 
人体のスケール感を描きこむ 撮影された写真上に，人体を描画する。 知識及び技能 

思考力，判断力，表現力等 

8 

まとめ 描画された写真をもとに，インスタレ

ーション体験について，考えをまとめ

たり，他の人と意見を交換したりしな

がら，自分や他の人の作品について味

わう。 

思考力，判断力，表現力等 

学びに向かう力，人間性等 

 

７ Apple Pencil活用と生徒の学び（成果と課題） 

  

 （ア）Apple Pencilの活用と授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（前単元のインスタレーション作品と作者コメント 男子生徒） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（前単元のインスタレーション作品と作者コメント 女子生徒） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

（Apple Pencilの導入時の様子 第１～第３時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（それぞれの作品を iPadで撮影する様子 第５時） 

 

 

以下，制作品と作者コメント例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男子生徒 A 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男子生徒 A 

男子生徒 A 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女子生徒 A 

女子生徒 A 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女子生徒 A 

女子生徒 B 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女子生徒 B 

女子生徒 B 



 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）成果と課題 

 Apple Pencilの導入を経て良かったことは， 

①資料などに手書き（手描き）を加えられるので，メモや図解が容易になる。 

②美術科など実技を伴う授業では，ICT機器を使った新たな教材を開発できる。 

という２つの大きな点が分かった。この２つは導入前から予想されていたことであるが，特に美術科では描く

楽しさや描画力の向上などの手ごたえを生徒は得たようだ。 

  

課題として挙げられることは， 

①紙特有の表面摩擦が，iPadのガラススクリーンの特性上少なく，筆記・描画習熟度の低い小学生では，筆圧

コントロールが上手くいかない。 

②Apple Pencilを想定した資料を用意する必要がある。 

③アプリ開発が発展途上のため，アプリ選別に知識がいり，アプリによっては有料であったり，読み込みや書

き出しのフォーマットが限定されていたりするため，授業や職務で使用する場合は，統一したアプリを使用す

る必要がある。 

という３点が挙げられる。そもそも紙と鉛筆は優れたメディアであり，それを超えられる優位性は獲得できな

い。デジタルメディアをどの範囲でどこまで教育活動に導入するかは，単に ICT機器を利用することに留まら

ず，教材教具やカリキュラム設定そのものの見直しが必要である。 

 

（ウ）まとめ 

 Apple Pencilは，比較的新しい商品のため，ディバイス開発が進むにつれて，性能の向上が期待できる。現

状でも，使い方の範囲を定めることで，有用性を獲得できることが分かり，本校では引き続き活用の仕方を積

極的に模索していこうと考えている。 


